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研究概要
新たな尿酸トランスポーターとして同定されたEUTは、小

腸上皮細胞で生成した尿酸の血中への供給経路として働
いているとみられます。
尿酸の体内動態においては、肝臓に次ぐ産生臓器、腎臓
に次ぐ排泄臓器としての小腸の重要性が知られており、
EUTの阻害によって血中への尿酸供給を抑制することで、
小腸経路での尿酸排泄の促進が期待されます。
この点から、EUT阻害剤は新たな機序による尿酸関連疾
患（高尿酸血症・痛風等）治療薬として期待されます。ま
た、EUT阻害物質には、健康食品ないしサプリメント成分と
しての活用の可能性も期待されます。

関連する特許出願

今後の展望／実用化イメージ

EUT遺伝子導入発現系細胞を用い、EUT阻害剤の網羅

的探索に取り組んでいます。尿酸関連疾患（高尿酸血

症・痛風等）治療薬の候補となるEUT阻害剤について、

その作用・効能に関わる検証を経て、実用化を目指します。
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小腸特異的な新規尿酸トランスポーターを標的
とした尿酸関連疾患治療薬の開発
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研究者からのメッセージ

各種の尿酸トランスポーターをはじめとし
て、広く多様なトランスポーター群の機能
評価及び探索にも取り組んでいます。トラ
ンスポーター研究用材料（cDNA及び遺
伝子導入発現系細胞）の提供や技術
協力もできます。

ライフサイエンス

http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/yzg/
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